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１．ジョージア工科大学での研究活動 

“Electrospinning of Nano-fibrous Hydrogel” 

ハイドロゲルとは、大量の水分を吸収・保持する物質であり、ナタデココやコンタクトレンズ、お

むつなど私たちの身の回りで多く使用されています。また、医療業界でも、人工軟骨や、薬を徐放す

る素材、細胞の足場素材として利用され、現代社会においてなくてはならない材料となっています。

このようにハイドロゲルは世の中でたくさん使用されていますが、私の研究では、“ナノファイバー

“を有するハイドロゲルを合成し、従来のハイドロゲルよりも表面積を大きくすることにより、タン

パク質の吸着効率が良く、細胞の足場素材としてもより最適な、高機能性ハイドロゲルの合成を試み

ました。 

具体的には、ヒアルロン酸やポリエ

チレンオキシドなどを含むポリマー溶

液を作成し、電界紡糸（ポリマー溶液か

らナノファイバーを作る技術）を行う

ことでナノファイバー状のポリマーマ

ットを作り、そこへ UV ライトを照射

することでナノファイバーハイドロゲ

ルを合成しました。研究期間中に、捻挫

をして、使用していた湿布の粘着成分

でかぶれてしまい、その際に思いつい

たのが、痛み止め成分であるロキソプロフェンを自分が作ったハイドロゲルに導入することでした。

創傷被覆材としてナノファイバーハイドロゲルを使用することで、かぶれの主な原因として考えら

れる、乾燥肌や汗を防ぐことができ、薬物放出の速度も遅らせることが出来るため、湿布の効果もよ

り長く持続するというメリットが得られると考えられます。本研究成果として、スムーズなナノファ

イバー構造を有するハイドロゲルを合成することに成功しました。実際に薬物をナノファイバーハ

イドロゲルに導入することは時間の都合上叶いませんでしたが、創傷被覆材を始めとして、ナノファ

イバーハイドロゲルには様々な応用が考えられるため、本研究で素晴らしい材料を合成することが

できたのではないかと思います。 

 

２．研究活動における日米の違い 

日本ではまだ研究室に所属していないので、日本の研究室のイメージ

と比べて、アメリカの研究室のいいなと思った点を以下に述べたいと

思います。 

 ・研究時間 

  日本と比べて時間の使い方が皆それぞれで、自由だなと感じました。私の

行ったラボでは、コアタイムが決められているわけではなかったので、自

分がラボに来たい時間に来て研究をして、とてもフレキシブルに働いてい



る学生が多かったです。特に金曜日はほとんどの人がラボに来ないか午前中で帰り、金曜日はゆっくり過

ごす日という共通の認識があったのも日本とは違っていて興味深かったです。私のメンターは、夜の方が

集中できるからと、お昼過ぎからジムに行って、夕方ラボに戻ってきて夜中まで研究をすることが多く、

私も夜の 12:00 くらいまでメンターと一緒にラボで研究することもありました。そして、残っているメン

バーで夜食を食べたりして、それも楽しかったです。 

・キャリアの考え方 

PhD の学生でも卒業後のキャリアを明確に決めているという人は意外と少ないということが分かりまし

た。日本で、「大学出て将来何になりたいの？」と聞かれることがよくあり、その時の状況によって自分

の考え方も変わるので、何になりたいかそろそろ決めないと、焦る時期がありました。しかし、私の行っ

た研究室の PI も一回企業で働いてアカデミックの方が向いていると思って大学に戻ってきたらしく、他

にも NASA から資金をもらって研究している PhD の学生もいて、将来何になりたいかというのを 1 本に

絞って、現段階で企業かアカデミックか一択に選ぶ必要はないのだなと思いました。 

・学部生の自覚 

アメリカの学生の意識の高さに驚きました。学部生でも、自分がしたい研究をしている大学があったら、

他の大学でも教授にアポをとって、研究をさせてもらっています。私の行ったラボでも他のラボでもそう

ですが、学部一年生でも研究室で PhD 学生の研究の手伝いをしていて、早いうちから研究に携わってい

る学生がいて、私の大学では 4 年生からしか研究することがないので驚きました。 

・教授との距離 

PI が出張中、PI の愛犬をラボメイトが預かって世話をしてお

り、研究室のオフィスに連れてくることもありました。また、

PI と出張先が同じだった PhD の学生が出張先で一緒に遊びに

行ったらしく、それをラボミーティングの時にどこに行ったか

などを皆で雑談として話すのも、日本と違ってとても良いなと

思いました。また、ラボミーティングでは、研究報告は勿論の

こと教授が取り組んでいるプロジェクトの発表をしてどうした

ら学生に魅力的になるかを PhD 学生の意見も取り入れていて、

上下関係がなく、皆がとても発言しやすい環境で、とても良い

雰囲気でした。 

 

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等 

・生活して嫌だったこと、困ったこと 

工事中のところが多く、日本と比べてでこぼこな道が多かったです。また、車がないと遠くに行けないと

いうのがとても不便でした。言語面では、アトランタでは南部アクセントが強く、最初着いたときはホテ

ルのスタッフが何を言っているか聞き取るのが難しかったです。また、ホテルの清掃員が皆スペイン語し

か話せず、英語だけでなくスペイン語を耳にすることも多くありました。 

・好きだったこと 

知らない人同士でもエレベーターで一緒だったりしたら話すことが良くありました。特に、服装などを褒

めてくれる人もいて、日本だったら知らない人がおしゃれな服を着ていてもそれを本人に伝えることはな

いので、こういった文化はいいなと思いました。 



・現地人とのコミュニケーション 

US fellow や JSA（日本に興味のある子が所属する団体）の学生とたくさん交流する機会があり、本当に

楽しかったです。普段は宿題やプロジェクトに真剣に取り組んで勤勉な彼らですが、遊ぶときは皆全力で

遊び、Work Life Balance が確立できている学生が多く感心しました。 

 

４．本プログラムに参加の成果・意義 

今回の中谷 RIES に参加して実際にアメリカで研究を行い、たくさんの素敵な仲間に出会ったことで、研

究の面白さ、現地の人、文化にとても惹かれ、また帰ってきたいと強く思いました。それと同時に、今の

自分にはまだ足りないところもたくさん見つかりました。まずは海外で研究を行うということは、専門的

知識や用語を英語でインプット、理解、アウトプットしなければならないということです。そして、ポス

ターセッションや成果報告会を通じて、ポスターやスライドの作り方、発表の仕方の改善点も見つかりま

した。これらは、自分の研究成果を他の人に知ってもらうのに、必要不可欠なツールとなってくるので、

今回学んだことを活かして自分のスキルを伸ばしていきたいと思います。 

 

５．その他 

今回の中谷 RIES では、これまでの人生で過ごしたどの夏よりも最も多くのことを経験して、大きく自己

成長した期間になりました。そして、海外の大学院進学を検討している私にとって実際にアメリカで研究

するという経験は本当に意義のあることで、色々な人と関わる中で研究とはどういうものなのか理解する

ことが出来ました。このような貴重な機会を提供してくださった⼩川さんをはじめとする中谷財団の関係

者の皆様には心よりお礼申し上げます。そして、私を受け入れてくださったメンター、PI、ラボの他メン

バーにも感謝しています。渡航前から書類手続きなどのサポートをしてくださった Soojung、捻挫をした

ため個人的にも大変お世話になりました高⼭先生に感謝いたします。そして、Nakatani US Fellows、JP 

Fellows、JSA の学生、ラボメンバーなど今回得ることが出来た素敵なつながりをこれからも大切にしてい

きたいと思います。 

今後も自分の目標実現に向けて全力で頑張りたいと思います。本当にありがとうございました。 


